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児童虐待に伴う精神発達遅滞児

QOL向上を目指す専門職間連携教育用教材

高齢者の骨折予防・治療と生活支援

《脊 椎》

1

対象者Ｙさんと障害

新潟市に住むＹさんは、７８歳で身長 １６５cm 、体重 ５８kg の男性です。７３歳のと

き、多発性脳梗塞を発症して、右不全片麻痺、呂律不良、軽度嚥下障害が後遺症と

なりました。歩行やトイレは、自立していて、要介護１でした。

性別 男性

年齢 ７８歳

身長 １６５cm

体重 ５８kg
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Ｙさんの家族

Ｙさん夫婦には、子供がいません。親戚も近くに居らず、２年前に妻を亡くしてからは、

一人暮らしで、近所付き合いも希薄になりました。
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2

Ｙさんの経済的状況

Ｙさんは、印鑑製造と小売をしていましたが、脳梗塞を発症後にやめました。現在は、

無職で、国民年金等の掛金が少なく、未納もあり、生活保護を受給しています。
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転倒と入院

Yさんは、最近転倒が多くなっていましたが、この前、自宅で夜間にトイレに行こうとして

転倒し、多発性腰椎圧迫骨折のため、Ｃ病院に入院しました。
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入院中のリハビリ

整形外科病棟に入院後、翌日からベッドサイドで ＰＴ、ＯＴ訓練が開始され、嚥下の

評価訓練のため ＳＴ訓練も続いて開始されました。

しかし、経過中には、リハビリに対して消極的なＹさんの様子がみられました。
7

リハビリ評価

■リハビリ評価

右片麻痺

Ｂｒ. ｓｔａｇｅ 上肢 Ｖ 下肢Ｖ 手指Ｖ

嚥下 特に食事は制限していないが、水分で時々むせあり

ＡＤＬ 移乗＝見守り、 移動＝歩行器歩行見守り、

排泄＝日中トイレ見守り、夜間尿器使用、

入浴＝介助（シャワー＝見守り・部分介助）

ＢＭＤ ０.６７２/ｃｍ２ （大腿骨近位部）

ＹＡＭ ７０％

Ｔ －２.１ＳＤ

Barthel Index 70点
（車いすからベッドへの移動・トイレ・入浴・歩行・

階段昇降で減点）
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服用中の薬

ワーファリン(1) １Ｔ/１ X 朝食後

デジレル(25) １Ｔ/１ X 眠前

マイスリー(5) １Ｔ/１ X 眠前

バファリン(81) １Ｔ/１ X 朝食後

ディオバン(80) ２Ｔ/２ X 朝・夕食後

ソレトン(80) １Ｔ/１ X 

9



4

Ｙさんの願い

Ｙさんから直接聴取していないのですが、痛みが無いので自宅に帰り、以前と同じ

暮らしをして、家では転ばないようにしたいと思っているようです。
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栄養面の状況

入院前は、欠食が時々あり、食事内容は単調でバランスを考えて作ることはありま

せんでした。社会福祉協議会ボランティアセンターの行う毎週木曜日の昼食の配食

サービスを受けています。
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福祉制度の利用状況

入院前、社会福祉協議会の配食サービスを受けてましたが、その他に週一回（火曜日）

の家事援助の訪問介護を提案しましたが、経済的理由を挙げて断っていました。なお、Ｙ

さんの介護保険は、見直し更新申請中で、退院時に要介護２となる見込みです。
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居住地の様子

Ｙさんの家は、新潟市の旧市街地にあって、周辺は古くからの居住者が多い地域です。

また、歩いて行ける範囲に商店や惣菜屋などがあります。
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家屋改造や介護用機器の利用状況

玄 関

家は持ち家です。脳梗塞を発症後に、玄関とトイレの中に手すりをつけました。今回

の骨折で入院する二年前頃から、夜間２～３回トイレへ行くようになりました。

トイレ
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入院前の暮らしぶり

Ｙさんは、飲酒や喫煙の習慣があり、趣味としてテレビの相撲観戦や演歌番組が好きで

した。わりと気ままな生活を送ってきたといえます。
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